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労働衛生の現状
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業務上疾病発生状況(滋賀県)

新型コロナ分を
差し引いても
大きく増加

平成2年は
新型コロナウイルス
感染症が57件
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業務上疾病内訳(滋賀県)

うち災害性腰痛68件

新型コロナウイルス感染症が
業務上疾病件数を押上げた

ことに加え、
腰痛災害が大きく増加した
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定期健康診断有所見率の推移

滋賀県平均の方が低いが、
全国、滋賀県ともに増加傾向平成2年の

全国の有所見率は
23.6％
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項目別有所見率(滋賀県 令和2年)

血中脂質での異常所見
が圧倒的に多い

血圧、肝機能、血糖の
項目でも多い

全体の有所見率は
52.0％

2人に1人は
何らかの所見がある
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特殊健診有所見率(滋賀県 令和2年)

特殊健康診断においても
各項目とも概ね

滋賀県平均の方が低い
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特殊健診有所見率の改善

作業環境測定結果が悪い場合(管理Ⅱ、Ⅲ)

 局所排気装置の効率化（有害物発散箇所と
の距離、フードの開口面積 など）

 全体換気装置の性能向上

 より有害度の低い物質に変更

作業環境測定結果が悪くない場合(管理Ⅰ)

 作業者が有害物に接近しすぎていること、
皮膚等からばく露している可能性があるため、
適切な保護具を使用する。
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脳・心疾患発生状況(全国)

増減を繰り返しながら
減少傾向
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脳・心疾患発生状況(滋賀県)

絶対数が少ないが、
滋賀県においても

減少傾向
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精神疾患発生状況(全国)

精神疾患は増加傾向
10年間で約2倍に
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精神疾患発生状況(滋賀県)

絶対数が少ないが、
滋賀県においても
やや増加傾向
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自殺者数の推移(全国)

労働者の自殺者数は
労働災害による死亡者
数を上回っている
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精神疾患による休業者がいる事業場(全国)
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強いストレスを感じる労働者(全国)
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年代別高ストレス者(全国 令和2年)

20歳未満、60歳以上
を除くと、いずれの年代
でも過半数を超える
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強いストレスの内容(全国 平成30年)

仕事の質・量、失敗・責
任に関してストレスを受
けている割合が多く、対
人関係よりも多い



ストレスチェック実施率 90.9％

集団分析実施率 73.3％

分析結果活用率 80.3％
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ｽﾄﾚｽﾁｪｯｸ実施状況(全国 平成30年)


